
2025年度衣笠病院グループ学会

テーマ：「衣笠病院グループの果たすべき役割」
～衣笠病院グループの“ミセドコロ”～

社会福祉法人 日本医療伝道会
衣 笠 病 院 グ ル ー プ

〒238-8588 横須賀市小矢部2ー23－1

お申込みフォーム

【日時】2026年5月16日 14:00～
【場所】はまゆう会館

【プログラム】

13：30 開場

14：00 開始

14：10 基調講演 衣笠病院 病院長 岡村 隆一郎

14：30 第１部 シンポジウム
『揺らぎの中で響き合う、胃がん患者と

衣笠グループスタッフの関わり
～シームレスな連携が支えた患者自身の生きるチカラ～』

小学校低学年の子をもつ30歳代の胃がん患者に診断から看取りまで
関わった事例。健診から、周術期～化学療法～緩和ケア～訪問看護
を当グループで連携した。時化から凪までその局面にチャプレン・

        MSW・PT・医師・看護師が協働し、この患者さんから多くの恵みを
                            頂いた。
                         今回はその関わったスタッフからどのようなケアがあったかリレー
                            方式で語り共有する機会としたい

15：00 休憩（10分）

15：10 第２部 演題発表（８演題）

16：30 総評 衣笠病院 副病院長 岩田 啓吾

16：45 終了
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①「新人セラピスト教育プログラム構築と実践」

衣笠病院 リハビリテーション技術科 国本 貴大

②「衣笠病院グループ、みんなで取り組んだ感染対策」

衣笠病院 感染制御担当 力竹小百合

③「語りから見えた私たちの外来看護の姿」

衣笠病院 看護部 宮川朋美・小菅理恵

④「衣笠ろうけんにおける薬剤調整の取り組み」

衣笠病院 薬剤科 山崎秀人

⑤「職種間の相互補完 ～信頼から生まれた実績」

衣笠ろうけん 支援相談課 永井喜和

⑥「在宅チームの連携実践について」

衣笠病院ケアセンター 訪問看護ステーション 安田真琴

⑦「在宅生活機能が困難と思われた利用者を他職種で支え本人の希望を最期まで叶えた事例」

衣笠病院長瀬ケアセンター 訪問看護ステーション 松井彩・志戸ゆかり

⑧「在宅への取り組み、もう一度我が家で過ごしたい！帰りたい気持ちを叶えるサポート」

衣笠ホーム 相談課 築野里美・芝祐貴

【第２部】演題紹介
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